
令和元年 ５月１４日

13 安全・安心な市街地形成と快適な交通を確保する街路整備　～たちおくれた街路整備の解消に向けて～

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 愛媛県、四国中央市、大洲市

・住宅密集地での阪神淡路大震災時における延焼停止率が100％であった幅員以上の街路の整備率を、64.9％から65.7％に向上

（H27当初） （H29末） （H31末）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

令和元年度

県ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

13-A1-1 街路 一般 愛媛県 直接 愛媛県 S街路 改築 現道拡幅　L=0.2km 四国中央市 142

13-A1-2 街路 一般 四国中央市 直接 四国中央市 S街路 改築 現道拡幅　L=0.4km 四国中央市 431

13-A1-3 街路 一般 大洲市 直接 大洲市 S街路 改築 現道拡幅　L=0.3km 大洲市 6

13-A1-4 街路 一般 四国中央市 直接 四国中央市 S街路 改築 現道拡幅　L=0.6km 四国中央市 0

合計 579

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

13-B1-1 河川 一般 愛媛県 直接 愛媛県 20

合計 20

番号 備考

13-B1-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

13-C1-1 計画・調査 一般 愛媛県 直接 愛媛県 パッケージの事後評価 愛媛県 2

合計 2

番号 備考

13-C1-1

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

２百万円
効果促進事業費の割合

0.3%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

　社会資本の重点整備方針等検討会

阪神淡路大震災時における延焼停止率が100％であった幅員以上の街路整備率
延焼停止率が100％であった幅員以上の街路整備率＝幅員12m以上の都市計画道路整備延長／幅員12m以上の都市計画道路整備計画延長
（※ただし、都市計画道路整備延長及び計画延長には、高速道路等の自動車専用道路は含まない）

(都)中央村松線

(都)塩谷小山線外１線（２工区）

(都)若宮東大洲線外１線

(都)塩谷小山線外１線（３工区）

番号

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象

事後評価（中間評価）の実施体制

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

５７９百万円 Ｂ ２０百万円 Ｃ

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

本県の立ち遅れた街路整備の状況を踏まえ、今後発生が予想されている南海トラフ地震等の大災害に備えるため、避難路・緊急輸送道路の整備、ライフライン等の確保、延焼防止等の都市防災機能の向上を図り、快
適な街路空間の整備と安全で安心な市街地の形成を推進する。

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
６０１百万円 Ａ

65% 65% 66%

・（愛媛県地域強靱化計
画）に基づき実施される要
素事業：13-A1-1

事業内容

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

改築 （二）堀子川河川改修事業 河川改修　L=0.2km 四国中央市

事業者
省略

要素となる事業名

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

(都)中央村松線(13-A1-1)の道路整備と一体となって、道路改築区間を含む河川狭さく部の解消により、路面等の浸水被害が軽減し防災機能の向上を図る。

全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名工種

当計画の効率的・効果的な展開を図ることを目的として、事後評価を行うための交通量等の実態調査を行う。
一体的に実施することにより期待される効果

計画・調査
安全・安心な市街地形成と快適な交通を確
保する街路整備パッケージの事後評価



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・(都)塩谷小山線外１線（２工区）の現道拡幅等を行った結果、阪神淡路大震災時における延焼停止率が100％であった幅員が確保でき、
Ⅰ定量的指標に関連する 　延焼防止効果による都市防災機能の向上が図られた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 ６５．３　％
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 ６７．１　％

・(都)塩谷小山線外１線（２工区）の現道拡幅を行った結果、十分な道路幅員が確保でき、交通の円滑化や通学路の安全確保が図られた。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・(都)中央村松線は、平成２９年度から新たな社会資本総合整備計画「地方創生と生産性革命につながる企業・産業活動を支援し生産拠点と交通拠点とをつなぐ街路整備」により継続することとし、
　(都)若宮東大洲線外１線は平成２９年度から、(都)塩谷小山線外１線（３工区）は平成３０年度から社会資本総合整備計画「通学路等の生活空間における交通安全対策の推進（防災・安全）」により、
　着実に事業進捗を図る。

指標（延焼停止
率が100％であっ
た幅員以上の街
路整備率）



（参考様式３）　　（参考図面）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）

計画の名称 13 安全・安心な市街地形成と快適な交通を確保する街路整備　～たちおくれた街路整備の解消に向けて～

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 愛媛県、四国中央市、大洲市交付対象

13-A1-2 

（都）塩谷小山線外１線（２工区） 

13-A1-1 
（都）中央村松線 

13-B1-1 
（二）堀子川河川改修事業 

                        13-C1-1 
安全・安心な市街地形成と快適な交通を確保する街路
整備パッケージの事後評価 

13-A1-3 
(都)若宮東大洲線外１線 

13-A1-4 

（都）塩谷小山線外１線（３工区） 
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